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�
開
催
状
況

●
毎
月
一
回
、
就
業
時
間
が
終
了

す
る
十
七
時
十
五
分
く
ら
い
か
ら

二
時
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
出
さ
れ
た
進

行
役
の
も
と
、
読
後
感
を
発
表
し

合
い
ま
す
。
最
後
に
社
長
が
講
評

を
行
い
ま
す
。

●
事
前
に
作
成
し
た
読
後
感
想
文

に
、他
の
メ
ン
バ
ー
の
発
表
を
聞
い

て
の
感
想
を
追
加
し
て
提
出
し
ま
す
。

●
参
加
者
―
―
部
長
・
次
長
ク
ラ

ス
と
部
長
指
名
者
。
メ
ン
バ
ー
は

四
十
数
名
で
す
が
、
出
張
等
が
多

く
平
均
二
十
数
名
が
出
席
。

�
継
続
さ
せ
る
秘
訣

●
平
等
な
立
場
で
自
由
に
発
言
、

発
表
す
る
。
他
の
メ
ン
バ
ー
の
発

言
に
対
し
て
非
難
し
な
い
。

�
社
員
の
感
想

●
前
野
弘
晃
さ
ん

（
六
十
歳
）

人
間
と
し
て
の
本
質
を
問
う
内
容

の
記
事
が
多
く
、
特
に
�
何
の
た

め
に
生
き
、
生
か
さ
れ
て
い
る
の

か
��
す
べ
て
に
感
謝
す
る
生
き

方
�
等
に
つ
い
て
の
体
験
談
に
は

感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
村
上
文
夫
さ
ん

（
五
十
二
歳
）

回
を
重
ね
る
う
ち
、�
ま
じ
め
な

話
を
気
楽
に
す
る
�
場
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。�
致
知
�
の
活
用

す
そ

の

の
裾
野
を
広
げ
、
自
部
門
で
も
そ

の
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
臼
井
隆
さ
ん

（
五
十
九
歳
）

ひ

と

先
人
の
英
知
と
他
人
様
の
生
き
方

を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
人

格
形
成
と
人
生
の
指
針
を
見
つ
け

る
助
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

●
草
本
宏
記
さ
ん

（
五
十
四
歳
）

�
致
知
�
は
何
事
に
も
ぶ
れ
な
い

心
の
基
軸
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。

生
涯
の
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
海

図
や
、
心
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
茅
野
幹
男
さ
ん

（
五
十
五
歳
）

人
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
意
識
し

始
め
、
先
人
・
先
哲
の
教
え
に
触

れ
、
人
間
力
の
大
切
さ
を
知
る
。

意
識
が
行
動
を
変
え
、
習
慣
と
な

り
、
人
格
を
つ
く
り
、
運
命
を
変

え
、
運
命
が
人
生
を
変
え
る
。
変

わ
る
自
分
を
感
じ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
大
畠
保
生
さ
ん

（
五
十
八
歳
）

こ
の
よ
う
な
本
が
あ
っ
た
の
か
と

驚
く
と
同
時
に
、
も
っ
と
早
く

�
致
知
�
に
出
合
っ
て
い
れ
ば
人

生
が
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
本
で
感
銘
を
受

け
た
箇
所
を
要
約
し
、
部
員
に
発

信
し
続
け
て
い
ま
す
。

●
葉
柴
幸
正
さ
ん

（
五
十
四
歳
）

毎
月
、
意
志
力
の
弱
さ
、
人
間
力

の
未
熟
さ
を
痛
感
し
、
反
省
し
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
人
生
訓
や
先

人
の
教
え
に
触
れ
、
人
生
を
心
豊

よ

か
に
す
ご
す
た
め
の
心
の
拠
り
所

を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

人間力を向上し
機械設備のホームドクターに

【
社
長
の
思
い
―
―

社
内
木
鶏
ク
ラ
ブ
を
始
め
た
き
っ
か
け
】

機
械
設
備
は
言
葉
を
発
し
ま
せ
ん
が
、

温
か
い
心
で
接
す
れ
ば
期
待
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
技
術
と
愛
情
を
注
ぎ
き
る
こ
と
で
、

設
備
の
能
力
を
全
う
し
て
あ
げ
た
い
。

そ
の
た
め
に
、全
員
が
技
術
力
と
人
間
力
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
ね
備
え
た
、本
物
の�
機
械
設
備
の

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
�に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「社内木鶏クラブ」3つのメリット
1 社長の考えが理解できる
2 社風が良くなる
3 真の人間教育ができる

・社内木鶏クラブを始めてみたいとお考えの方は、致知出版社までお問い合わせください。
・弊社ホームページにて動画で社内木鶏クラブの様子をご覧いただけます。
・アンケートハガキを送付された方全員に、好評小冊子�社内木鶏クラブの作り方�を進呈します。

社内木鶏クラブ
�致知�を活用しながら学びの場を共有し、組織の活性化や
人間的成長を目指している会社・組織が全国で増えています。

�社員がともに�致知�を学ぶことで、社内がまとまり
会社が成長してきた�と多くの経営者が語っています。
このような�社内木鶏クラブ�に熱心に取り組んで
いる会社・組織を、シリーズでご紹介していきます。

あなたの会社でも始めてみませんか？


